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○理事長より～　　

訪問調査では、まず主治医の意見を確認する。それにより現時点で本人にとりリハビリが必要かどうか、独歩の場合はリハビリを行う事でどの程度機能が回復するのか調査する必要性があり。これらの段階をふみ家族の意向の確認、また関連施設などの情報提供等を実施していくようにする。

○地代所ゆき様について～

10月16日、藤田ＡＯＭ・木村ＳＧＭが訪問調査に行かれ、ご本人様の状態確認と今後について日赤病院の看護師と話をされる。グループホームでは生活リハビリしか出来ない事を説明し、できればリハビリ施設への転院が望ましいのではないかという見解であったが、南寿の里で車椅子でも受入可能と伝えており、ご家族もホームに戻る準備をされていた為、退居期間までには戻る方向で話しが進んでいたとの報告があった。

○今後について～

退院後は、再発防止に向け、どのようなケアをして行くか、職員全体で話あい、対応策を検討していく。また、骨祖そう症である為、本人の身体負担軽減をはかり、入浴などのケア時は可動域などに配慮し介入して行く必要あり。また、南山看護とADL面など情報の共有、それによりアドバイスを頂きながら今後のケアを実施していく。

· 南寿の里状況について

· 南寿の里の職員配置は丘⇒6名雲⇒6名となっているが、丘の職員は雲の勤務に入ることが無く、雲の職員も丘の勤務に入ることが無い為、受け持ちのフロア内の入居者様の状態しか把握できていない。職員間で丘と雲の全入居者様を把握できていない状況である。

· 報告、連絡、相談の徹底について

報告ルートが確立されていなく、藤田AOM松川AOMから職員に報告ルートの再確認、意識付けをして頂いている。

· グループホームへの入居基準がなく、受入の見極めや判断が不十分な状況であり、時間をようしている。

【欠席者】

丘職員、石橋清香・花生静香…業務の為

　　　　　和田美代子…台風の為

　　　　　前田信治…私用の為(父親の受診付き添い)

雲職員、伊藤久美子…業務の為

　　　　　庭田弘志・原子真知子…台風の為

　　　







